
ディップ株式会社
健康経営レポート2025



健康経営に取り組む思いと考え

「人が全て、人が財産」を経営方針とする当社において、

社員の健康管理は仕事の生産性や社員幸福度に直結する重要テーマの一つであると考えます。

それは「病気にならないこと」だけではなく、「今よりもっと活力高く、幸せになること」を

目指して推進していきます。

そういった思いを込め、健康経営のコンセプトを”心と体を整える”としました。

心と体のコンディションを整えることで、

仕事への集中度が高まり、創造性・パフォーマンスを最大化でき、

イキイキと働くことができます。そして、仕事の充実は、顧客・ユーザーの満足にも繋がり、

そして、プライベート・家族の幸せにも繋がると考えます。

代表取締役社長 兼 CEO

冨田 英揮
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はじめに｜
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2024・2025年度｜健康経営推進体制

当社では、健康経営推進委員会を設置し、現場の声を拾い上げ健康経営の取り組み改善を促すことを目的に、

各拠点から健康経営推進委員会の一員として「健康経営推進リーダー」を任命し、推進しています。

また、当社にはプロダンスチーム、プロバスケットボールチームが所属しているため、協力を仰ぎ、

主に運動定着に関する支援を実施しております。



4

2024・2025年度｜具体的な取り組み（1/7）

「朝食を摂らない」という従業員に向けて、

オフィスのコンビニ自販機で手軽に購入して

食べられるヨーグルトやナッツ類、お昼に

タンパク質が摂れるようにパスタサラダ等の

導入をしています。

1. 朝食&SDGs

従業員無料バナナ配布

ドール社の廃棄バナナを従業員へ

無料で配布。SDGsを取り入れると

同時に朝食習慣化を目指し健康食品

配布の取り組みを実施しています。

オフィスdeコンビニ

お弁当購入の導入
2. 保健師による

健康コラムの配信
3.

保健師による健康に関するコラムを提供

しています。（食事に関すること、季節

特有のものなど）

※各施策に関する満足度等は最後に掲載

食事改善プログラム

病気の重症化予防
従業員の

健康リテラシーの向上
ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進
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喫煙リスク、禁煙を行うための

方法等をまとめた禁煙

コラムページを配信しています。

1. 集団禁煙プログラムの実施

社内で禁煙希望者を募り、ニコチンパッチに

よる禁煙を実施。産業医による定期面談や

対象者の社内のグループSNSを作成し、

チーム制でグループディスカッションを行い、

交流を深めながら禁煙を目指しています。

禁煙コラムの配信 2. 禁煙川柳の実施3.

禁煙を行う決意や禁煙で実感した

ことを川柳にし、グループで発表を

していただき、優秀したグループに

は表彰状や景品を贈呈しています。

禁煙プログラム

2024・2025年度｜具体的な取り組み（2/7）

従業員の
健康リテラシーの向上

ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進病気の重症化予防



6

産業医と共同開催で

睡眠の質改善のためのセミナーを

前編・後編の2回に分けて、定期的

に実施しています。

1. 睡眠アプリ・動画の配信

睡眠の質を高める情報を配信し、ヘル

スケアアプリとの連携で睡眠時間の管

理等、社員がより取り組みやすくなる

よう改善を図っています。

睡眠改善セミナーの実施2. 仮眠室の設置3.

一部の入居オフィスビルには仮眠室

が設けられており、従業員が短時間

の休息を取ることで、集中力を回復

し、生産性向上を図る環境を提供し

ています。

睡眠改善プログラム

2024・2025年度｜具体的な取り組み（3/7）

従業員の
健康リテラシーの向上

ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進病気の重症化予防
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運動習慣のきっかけとなるように年2回開催し、チ

ーム対抗・個人戦で歩数を競い、

上位者を表彰しています。

日頃運動不足と感じている従業員に参加促進を

行った結果、過去最大のエントリー数を記録。

社内SNSで応援体制を作り、全社参加で楽しみ

ながら、運動することを目指しています。

1. ダンスプログラムの実施

従業員本人とその家族の健康増進を

目的に、dip BATTLESとのコラボ企

画で、お子様だけでなく親子で参加

できるダンスレッスンを開催してい

ます。

ウォーキング

プログラムの実施
2.

ウォーキング・ダンス・ストレッチプログラム

当社ヘルスキーパーによる手軽にで

きるストレッチプログラムを実施。

従業員だけでなく、取引社様にも参

加いただき、2分程度で仕事の合間

にできるストレッチ（オンライン）

を実施しています。

2024・2025年度｜具体的な取り組み（4/7）

ストレッチ

プログラムの実施
3.

従業員の
健康リテラシーの向上

ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進病気の重症化予防

※本施策は取引先様と共同で開催（年間実施コスト：約64万円）
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自身の健康を意識し、適切なケアを

推進することを目的に、精神保健福祉

士による動画配信を行っています。

セルフケア、ラインケアともに実施し、

特にセルフケアについては関心が高く

受講率100％でした。

1. 職場ストレス改善

ミーティングの実施
2.

心の健康の対策

ストレスチェックの実施後、組織分析

結果をもとに、組織長に向けて、自身

の組織で振り返りを行うためのガイダ

ンスを実施しています。また、高スト

レス組織に向け、個別研修を実施して

います。

精神保健福祉士による

動画配信

2024・2025年度｜具体的な取り組み（5/7）

健康に関する相談窓口を社内だけでな

く、社外にも設置しています。

従業員が安心して相談をするために

窓口を選択できるようにしています。

社内外に相談窓口設置3.

従業員の
健康リテラシーの向上

ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進病気の重症化予防
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20代・30代の従業員向けに動画研修を

展開しています。健康診断の結果で

貧血、やせ、甲状腺疾患、肥満などが

見られる従業員には保健師より個別に

声をかけ、保健指導を行っています。

1. プレコンセプションケアの

理解
2. 女性の健康・キャリア

とライフプランの

両立支援

3.

当社保健師が講師となり女性の健康

に関する研修を階層別に実施してい

ます。動画研修を実施し、毎回95％

を超える従業員が参加しています。

女性従業員だけでなく、全従業員向

け・管理職向けの研修も展開し、

受講後には理解度テストを実施する

ことにより、女性の健康について理

解を深めています。

女性の健康に関する理解促進施策

2024・2025年度｜具体的な取り組み（6/7）

女性の健康に関する

研修の実施

女性のキャリアとライフプランの両

立の支援を行っています。

卵子凍結の費用補助を行っており、

正しい知識を身につけることを目的

に、Grace Group様と提携し、セミ

ナー等も実施しています。

従業員の
健康リテラシーの向上

ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進病気の重症化予防

※本施策は社内で企画・運営を行い、外部委託費は発生していません
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高年齢従業員が出てきたことから、こ

れからのライフステージに合わせて健

康サポートを行っています。産業医と

連携し、対象者に健康プログラムを実

施、その上長にも状況確認を行ってい

ます。また、オフィスで危険なところ

がある場合はリスクマップを展開して

います。

1. 仕事と介護の両立支援 高年齢従業員に対する

健康サポート
2. 3.

様々な従業員がイキイキと働ける環境

介護との両立支援のために、

社内・社外の相談窓口を設置して

います。社内では介護知識のある

人事、社会福祉士等が窓口となり、

個々の相談内容に合わせた情報

提供、相談・助言を行っています。

また、全社での理解を深めるため

動画提供と理解度アンケートを

実施しています。

2024・2025年度｜具体的な取り組み（7/7）

仕事と育児の両立支援

仕事と育児との両立の在り方が

多様であることを理解するために、

社内SNSへの発信や動画視聴を行って

います。また、社内のパパママ向け

コミュニティで情報共有や

サポートを行っています。

従業員の
健康リテラシーの向上

ライフステージ別の
女性の健康対応

DEIの推進病気の重症化予防
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APPENDIX:健康経営全体浸透度｜

方針の認知 健康経営取組に対する満足度

2023年

52.8%

2024年

49.7%

2023年

59.6%

2024年

85.0%

・ストレスチェック受検率 （ 2019年 92.2% → 2024年 99.8% ） ・食生活率 （ 2019年 58.4％ → 2024年 46.6％ ）

・運動習慣率 （ 2019年 15.5% → 2024年 60.2% ） ・十分な睡眠率（ 2019年 63.9％ → 2024年 57.1％ ）

・喫煙率 （ 2019年 35.8% → 2024年 28.1% ）
※健康経営宣言前の2019年を比較対象としています。

※食生活率は「就寝前の2時間以内に夕食をとることが週に3回以上ある」を指標としており、比率減少＝数値向上となります。

※運動習慣率は「1週間に2回、1回当たり30分以上の運動を実施している⼈の割合」を指標としております。

結果、仕事満足度（ 2021年3.17 → 2024年3.35 ）、プレゼンティーズム（ 2021年39.1% → 2024年26.0% ）も改善。
※仕事満足度、プレゼンティーズムは2021年度から算出しているため、比較対象を2021年度としています。

※ 経年健診データ等はこちらに記載 → https://www.dip-net.co.jp/files/2213

健康経営行動の定着化が進む

健康経営の方針認知はやや低下したが、満足度は85％と高い
社員が増加しているため認知が下がったと考えるが、健康行動が変化しない層へのきめ細かいアプローチが必要
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APPENDIX:健康経営プログラム｜

参加率

2024年

65.1%

何らかのプログラムに
参加しましたか

（参加した）

行動変容

2024年

77.6%

プログラムを通じて
行動変容を実感しましたか

（実感した）

プログラムに参加した従業員は7割近くとなり、
以下2点課題となっています。

1）健康経営の浸透度に比例して、参加率も低いことから、
社内への発信の強化とともに、参加する動機付けが
必要

2）行動変容を感じている割合が昨年よりも劇的に
向上しているため、継続的な支援が必要

食事改善プログラム

健康意識が高まった

ウォーキングプログラム

体がすっきりした

ストレッチプログラム

各種プログラムの実施結果

79.6% 100%

参加してよかった

100%

※ 経年健診データ等はこちらに記載 → https://www.dip-net.co.jp/files/2213

朝食を摂るようになった

72.4%
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APPENDIX:各種プログラムの実施結果（1/2）｜

（従業員の声）

・ヨーグルトやナッツなど、手軽に健康的な

おやつが摂れるのはとても助かります。特に朝

はヨーグルトを食べる人が周りでも多く、

忙しい時でも栄養を意識した選択ができるので、

仕事の効率も上がりそうです！

・会社内でおにぎりや軽食が買えるのはとても

便利です。わざわざ外に出なくてもいいので、

その分の時間を仕事や休憩に充てられます。

・バナナの配布には福利厚生の充実を

感じました！

（従業員の声）

・体を動かす機会をくださって、ありがとう

ございました！体を動かすことに対しては

苦手な意識がある方なので、若干わかりづらい

動きもありましたが、最後のコメントにて

「体を動かすこと自体が大事」とおっしゃって

くださっていたので、安心しました。

またよろしくお願いいたします！

・今日のストレッチ講座はとてもわかりやすく

有意義な講義で、参加して本当に良かったと

思いました。ぜひ、今後も定期的に開催して

いただきたいです。

健康意識が高まった

79.6%

参加してよかった

100%

体がすっきりした

100%

食事改善プログラムウォーキングプログラム ストレッチプログラム

朝食を摂るようになった

72.4%

（従業員の声）

・チームとして不足していたコミュニケー

ションの活性化につながりました。

・ウォーキングイベントのおかげで意識的に

ウォーキングすることが出来ました。

・今回は参加者が過去最多だっとこともあり、

前回大会以上に周囲の方とイベントに関して

話す機会が増え職場での楽しみが増えました。



女性の健康セミナー
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APPENDIX:各種プログラムの実施結果（2/2）｜

（研修後の感想）

・会社でこういったセミナーを開催してくださる取り組みがとてもすごいと

思いました。

・自身の体について、分からなかったことも多くて、とても為になるお話を

お聞きできました。

・とても分かりやすく、勉強になりました。健康に気を付けていきたいです。

・次回は、更年期も取り上げてほしいです！

受講率

97.8%

理解度

86.7%

卵子凍結セミナー

・全女性従業員、全就業員、全管理職を対象に当社保健師が研修を実施

・受講後テストを実施し、理解度を把握

（研修後の感想）

・若いうちにできることをするのが大事だと知りました。

・妊娠は漠然と30代までに検討すればいいと思っていましたが、具体的な

イメージに落とし込むことができました。

・AMHという検査を知らなかったので、勉強になりました。

・今は現実性がなくても今後必要性が出てくるメンバーもいると思うので、

定期的に実施してもらえるといいと思いました。

・Grace Group様と提携し、専門医によるセミナーを開催

・マネジメントに活かすことを目的に、男性管理職も多数参加

満足度

100%

当社は女性が半数、女性管理職比率36.8％と女性が活躍する会社です。

女性の健康課題は重要であり、特に30代迄の女性が4割のため、PMS、妊活を重視した健康課題施策を実施しています。

59.2%

卵子凍結を「選択肢」
とする人の割合
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APPENDIX:男性育休取得｜
男性育休
取得率

100.0%

・全管理職を対象にe-learningを実施

・社内SNS等を使い、男性育休についてのコラム配信を実施

・育休がゴールではなく、復帰してから仕事と子育てをどう両立していくかを考えるコラム配信を実施

男性育休取得のための推進施策

株式会社ワーク・ライフバランスが推進する「男性育休100%宣言」に2022年7月に賛同し、

男性の多様な働き方を推進するとともに、雇用期間が1年未満の従業員の育休取得を認めるなど、

育児休業を取得しやすい環境づくりに努めています。

結果として、2024年度末も育休取得100％を維持し、

男性育休に積極的であることが採用効果に繋がっているという声もよく耳にします。



APPENDIX:労働安全衛生・リスクマネジメント｜

労働災害発生の原因→当社では、「転倒」が一番多い

予防の３ステップ・３アクション

①作業場所の整理整頓 ②作業場所の掃除 ③清潔に保つ

①危険のみえる化 ②各オフィス間共有 ③マニュアルの整備

①腰痛、転倒予防体操 ②効果測定 ③職場点検

本社で行うこと

会社全体での労災発生状況の把握・分析

３STEP×３アクションを継続的に実施

上記内容について継続的なふりかえり・支援

STEP1

STEP2

STEP3

STEP1

STEP2

STEP3



APPENDIX:取引先様へのガイドラインの提供｜

取引先様へのガイドライン（遵守事項）の提供を行っています

定期的にガイドラインを見直しておりますが、
法令遵守以外に従業員の健康等の状況を
把握し、健康経営の取り組みを推進して参ります。
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APPENDIX:社内提示ポスター｜

労災防止の施策を実施しています

毎年7月にある全国安全週間は特に、
衛生委員会や社内SNS等を使って、定期的に
労災防止に関して呼びかけを行っています。
ポスターの提示だけでなく、転倒防止体操を周知し、
従業員に呼びかけを行っています。
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